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 重度・重複障がいのある児童生徒が抱える意思表

出やコミュニケーション，身体活動等の困難を軽減

するための手立ての一つとして，AT（Assistive 

Technology:支援機器，支援技術）・ICT機器を活用し

た教育が考えられます。AT・ICT機器を活用すること

で，児童生徒の自己選択・自己決定・自己表現が可

能となり，意欲の向上や主体的な活動が期待できま

す。そして，将来，児童生徒が他者とかかわりなが

ら豊かな生活を送るための能力を養うことにつなが

るものと考えられるのです。 

 この研究では，県内の特別支援学校における ICT

活用状況調査と AT・ICT機器を活用した授業実践か

ら，分析・考察を行い「ICT活用実践資料」を作成しました。この資料を活用し，ICT機器を活用した学

習指導について理解を深めることにより，教育内容・指導方法を充実させることができるものと考えま

した。（【図１】） 

 

 

ICT活用状況調査により，岩手県内の特別支援学校において，活用

状況には学校格差があることや，AT・ICT機器やアプリの活用例など

の具体的な情報提供が必要とされていることが明らかとなりました。 

そこで，「ICT活用実践資料」は，具体的な機器やアプリの紹介と，

それらの活用の仕方の大

きく二つの視点に基づい

てまとめることとしまし

た。「ICT活用実践資料」の

構成については，【表１】の

とおりです。 

 

研究主題   重度・重複障がいのある児童生徒の 

教育内容・指導方法の充実に関する研究 
－AT・ICT機器を活用した指導実践の提示を通して－ 

実 態 に
応 じ た
選択 

① 実態に応じた適切な AT・
ICT機器の選択 

② 実態に応じたアプリ・
ソフト 

活 用 の
仕方 

③ 主体性を引き出すことの
できるアプリ・ソフトの活
用例 

④ AT・ICT 機器を活用した
授業案 

Ⅰ はじめに 

Ⅱ ICT活用実践資料の作成 

【表１】「ICT活用実践資料試案」の構成 

重度・重複障がいのある児童生徒の教育の現状及び課題 

ICT活用実践資料試案の作成 

指導実践資料試案を活用した 
授業実践 

指導実践資料試案を活用した 
指導の在り方の考察 

先行研究・調査 

分析・考察 

授業実践 

重度・重複障がいのある児童生徒の 
教育内容・指導方法の充実 

ICT活用実践資料の完成 

【図１】研究構想図 

【図２】「ICT活用実践資料」表紙 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の概要

重度・重複障がいのある児童生徒の実態に応じた適切な AT・ICT機器の選択 

 

Ⅰ 

重度・重複障がいのある児童生徒の実態に応じたアプリケーション・ソフトウェア Ⅱ 

【図３】「ICT活用実践資料」の概要 

身体的機能に合わせて 

選択できるよう，AT（入力機器）を 

カテゴリーに分けて紹介しています。 

iPad版アプリを活用場面
ごとに紹介しています。 

パソコンやタブレットで使用で
きるソフトを紹介しています。 

ICT機器を操作する際，AT（入力機器）と 

一緒に使うインターフェース等を紹介しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

３つの授業実践の授業案を掲載しました。 

         １ 個別学習の取組① －手指操作による事物変化に対する気づき－ 

     ２ 個別学習の取組② －手指と視線を使って機器を操作する－ 

     ３ 集団学習の取組  －ICT機器を取り入れた体験型絵本の読み聞かせ－ 

Ⅲ 
重度・重複障がいのある児童生徒の主体性を引き出すことのできる AT・ICT 機器と

アプリケーション・ソフトウェアの活用例 

 

AT・ICT 機器を活用した授業案 Ⅳ 

AT（支援機器）の活用例について 
紹介しています。 

アプリの活用例について，キャプチャーを 
使って紹介しています。 

iPadの「設定」（アクセシビリティ）や 
便利な機能について紹介しています。 



 

 

＜個別学習の取組①＞ 

 小学部２年男子がタブレットを使用した時の実践の様子で

す。児童は意欲的に画面に手を伸ばし，「画面に触れると画面が

変化すること」を直感的操作により理解しているように見えま

した。この理由として，アプリから出る水の音が児童の意欲を

高め，タブレットへの関心につながったものと推測されます。 

 このことから,児童の生活経験に重なるような刺激を与える

教材を選択することで，学習効果を高めることができると考え

られます。 

 

＜個別学習の取組②＞ 

高等部１年男子がタブレットを使用した時の実践の様子です。

手指に「ピエゾセンサースイッチ」を貼り，「iPad タッチャー」

と接続して画面をタップすることができました。これまで「見る

もの」だったタブレットを「自分の意思で操作できた」という喜

びは，生徒にとって大きな成果となり，意欲につながりました。 

 ゲーム等のアプリを活用し，手指の随意運動を獲得することが

今後の課題です。自己選択・自己決定が可能となれば，日常生活

や学習において主体的な活動が実現すると考えられます。 

 

＜集団学習の取組＞ 

一人一人が AT・ICT機器を活用して役割を担い，オリジナ

ル絵本の状況を体験しながら読み進めていくという実践を

行いました。 

 進行は，iPadアプリを使って児童が行いました。そして，

五感を刺激する（水に触る，風を感じる，綿を触る，甘い匂

いを嗅ぐ，波の音に耳を澄ませる）体験活動を行いました。

風を感じる体験では，スイッチと学習リモコンを使い，児童

が扇風機を回すことができました。 

AT・ICT機器を取り入れることで，これまで以上に児童生徒の活動の幅を広げることができました。 

 

 

 本研究により，AT・ICT 機器を活用することで，児童生徒の意欲を高め，主体的な活動を引き出すこ

とができるということを明らかにすることができました。今後，「ICT活用実践資料」を活用することに

より，児童生徒が主体となる教育内容・指導方法を充実させることができるものと考えます。 

 研究の詳細と「ICT 活用実践資料」については，当センターの Web ページに掲載しておりますのでご

覧ください。     

岩手県立総合教育センターWebページ http://www1.iwate-ed.jp 

Ⅳ おわりに 

Ⅲ 授業実践の実際（一部抜粋） 

スイッチで音の出るアプリを操作して

いる様子 

集団学習の様子 

タブレットの画面にタッチしている様子 


